
2022　履修の手引　ホスピタリティ・ツーリズム学部40

１　明海多言語コミュニケーションコモンズ（MLACC）
　明海多言語コミュニケーションコモンズ〔Meikai Multilingual And Communication Commons 通称 
MLACC（エムラック）〕は、建学の精神に則り、幅広い教養に裏打ちされたコミュニケーション能力を身につけ、
主体的に異文化コミュニケーションを実践できるよう、支援する場所です。MLACCは、日本語ゾーン、英語ゾー
ン、中国語ゾーンの3つの言語ゾーンと多目的ゾーンと呼ばれる交流スペースで構成されます。日本語ゾーンで
は、ライティングサポート及び留学生のための目的別日本語学習指導を行なっています。英語ゾーンでは、英語
ネイティブ教員や他の学生たちと親しく交わりながら、英語によるコミュニケーションのスキルアップを図った
り、英語に関する質問をしたりすることができます。フレンドリーな雰囲気の中、日常会話やゲームなどを通じ
て自然に英語が身につき、キャンパスにいながらにして留学生活を体験できます。

２　コンピュータ・コンサルティング・サロン（CCS）
　コンピュータ・コンサルティング・サロン（CCS）では、コンピュータを使った授業の分からないところを質
問したり、レポートをまとめる際の集計や分析の手法を相談するなどコンピュータのスキルアップを図ることが
できます。
　また、上級者はホームページの作成やプログラミングなどのより高度なスキルを学ぶこともできます。

対　　象　学部・学科を問わず、誰でも利用できます。
場　　所　第２管理・研究棟２階
※利用時間等の詳細については、掲示等で確認してください。

 明海多言語コミュニケーションコモンズ（MLACC）の利用について

対　　象　学部・学科を問わず、誰でも利用できます。
実施期間　前学期・後学期の授業期間内
利用時間　サロンに掲示します。
利用方法　予約の必要はありません。
　　　　　時間内はいつでも気軽に参加してください。
場　　所　30周年記念館（図書館）２階

コンピュータ・コンサルティング・サロン（CCS）の利用について

６ その他
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